
今回受講した学生は、1年生の

時にセンター長によるワークラ

イフバランスに関する講義を受

講していたこともあり、言葉の

認知度は「男女共同参画」が9

割を超え、「ワークライフバラ

ンス」も7割弱となりました。

講義による教育が言葉の浸透率

上昇につながることがわかり、

教育の大切さが実感できまし

た。 
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【次の言葉を知っていますか？（講義前）】 

１：言葉も内容も知っている 

２：聞いたことがあるが内容はよく知らない 

３：聞いたことがない Ｎ＝９１ 
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仕事と育児を両立 仕事重視 
子育て重視 仕事をやめ子育てに専念 
その他（複数回答含む） 無回答 

講義前Ｎ＝３５    講義後Ｎ＝３７ 

33 

48 

14 

23 

3 

1 

6 

1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講義前 

後 

【医師や研究者になって結婚・子育てをするようになったら、 
どのようなライフスタイルを選びたいですか？】 

仕事と育児を両立 仕事重視 
子育て重視 仕事をやめ子育てに専念 
その他（複数回答含む） 無回答 

講義前Ｎ＝５６     講義後Ｎ＝７３ 

講義前後で「仕事と育児を両

立」と答えた学生の割合は、男

性が約７％増、女性が約１０％

増となり、ワークライフバラン

スを重視する学生が若干増えま

した。 
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パートナーに育休を取って
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み） 

男性の育休取得に関して、

講義前は男女とも「わから

ない」と答えた学生が一番

多くいましたが、講義後は

「取得したい（してほし

い）」と答えた学生が男女

ともに7割以上を占め、男

性の育休取得に対する理解

が深まり、取得に前向きな

意見を持つ学生が多数派と

なる結果となりました。 
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